
 
 

 

2022 年 5 月 12 日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 ロ コ ン ド 

代表者名 代 表 取 締 役 社 長 田中 裕輔 

（コード番号：3558 東証グロース） 

問合せ先 管 理 本 部 デ ィ レ ク タ ー 田 村  淳 

（ TEL. 03-5465-8022） 

 

Reebok 国内事業の運営に関する伊藤忠商事株式会社とのライセンス契約締結 

および合弁会社の設立のお知らせ 

 

 

当社は、2022 年 5 月 12 日付の取締役会決議において、以下のとおり、伊藤忠商事株式会社

（以下「伊藤忠」という）との間で、「Reebok（リーボック）」ブランド商品取り扱いに関する合

弁会社を設立することを前提とし、「「Reebok」ブランド商品に関するサブライセンス及び販売特

約店契約書」（以下、「本契約」という）を締結することについて決定いたしましたので、お知ら

せいたします。 

 

１．本契約締結の理由 

当社は、「業界に革新を、お客さまに自由を」という経営ミッションの下、「自宅で試着、気軽

に返品」 できる、靴とファッションの EC サイト「LOCONDO.jp」を軸とする「EC 事業」、EC 事

業で構築した IT・物流インフラ等を共有・活用した「プラットフォーム事業」、EC 事業及びプラ

ットフォーム事業のサービスを活用し、自社でブランド運営を行う「ブランド事業」の 3 つの事

業を展開しております。 

当該 3 事業は単事業でもそれぞれ競合優位性を有する事に加えて、かつそれぞれの事業間で

相互補完的であるという性質を有するため、いずれかの事業が強化された場合、他の 2 つの事業

も強化される、という経営シナジーを最大化できるのが当社グループの特徴です。 

本契約締結によってブランド事業自体が大幅に強化される事はもちろん、Reebok 国内公式サ

イト（Reebok.jp）を含むロコンドグループで取り扱う Reebok 商品が大幅に増加し、この品揃え

の拡充を通じてお客様満足度を一層向上させられる、という EC 事業の強化に繋がります。 

更に、ロコンドはプラットフォーム事業で提供するサービスを全て導入し DX* と OMO** を一

気に実現する「オールインワン」を昨年から提供していますが、Reebok を新たなオールインワ

ンの旗艦ブランドにする事でプラットフォーム事業の強化に繋がる、と判断した事から、本契約

締結を決議いたしました。 

加えて、本契約締結を通じてファッション領域において国内最大級の商社である伊藤忠との

今後のさらなる事業拡大の可能性についても継続的に検討してまいります。 

 * Digital Transformation 

 ** Online Merges with Offline 

 

２．本契約の内容等 

（１） 本契約の内容 

2022 年 5 月 12 日、オーセンティック・ブランズ・グループ（Authentic Brands Group）と

伊藤忠間で Reebok 日本事業に関するマスターライセンス契約が締結された事に伴い、ロコン

ドは伊藤忠とサブライセンス契約を締結することとなりました。本契約に伴って Reebok の靴

に関してはオンライン、オフラインで独占的に販売する権利を獲得した事に加えて、ロコンド

の生産背景を活用し、Reebok ブランドを冠したライセンス商品（靴）を生産できる権利も獲

得致しました。 

また、同契約に伴って Reebok 日本事業を伊藤忠と共同で推進する合弁会社設立に関しても



基本合意しました。 

 

（２） 合弁会社の概要 

合弁会社は、2022 年 10 月１日以降 Reebok 日本事業 (EC、店舗、卸など) を推進する計画

で、株式保有比率ロコンド 66%、伊藤忠 34%で設立予定です。そのため本合弁会社はロコンドグ

ループの連結子会社になります。 

又、本合弁会社は現 Reebok 日本事業を運営しているアディダスジャパン社から Reebok 国

内事業を継承する予定です。 

 

３．本契約の相手先の概要 

（１） 名 称 伊藤忠商事株式会社 

（２） 所 在 地 東京都港区北青山 2 丁目 5 番 1 号（東京本社） 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 COO 石井 敬太 

（４） 事 業 内 容 

繊維、機械、金属、エネルギー、化学品、食料、住生活、情

報、金融の各分野において、国内、輸出入および三国間取引

を行うほか、国内外における事業投資など、幅広いビジネス

を展開 

（５） 資 本 金 253,448 百万円 

（６） 設 立 年 月 日 1949 年 12 月 1 日 

（７） 
大株主及び持株比率 

（2021年 9月末現在） 

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 14.23％ 

BNYM AS AGT/CLTS NON TREATY JASDEC             6.13％ 

株式会社日本カストディ銀行（信託口）           5.22％ 

CP WORLDWIDE INVESTMENT COMPANY LIMITED        4.27％ 

日本生命保険相互会社                           2.29％  

株式会社みずほ銀行                             2.10％ 

株式会社日本カストディ銀行（信託口 7）         1.99％ 

朝日生命保険相互会社                           1.57％ 

STATE STREET BANK WEST CLIENT – TREATY 505234  1.48％ 

SSBTC CLIENT OMNIBUS ACCOUNT                   1.47％ 

（８） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

関連当事者へ

の 該 当 状 況 
該当事項はありません。 

（９） 当該会社の最近 3 年間の連結経営成績及び連結財政状態 

決算期 2020 年 3 月期 2021 年 3 月期 2022 年 3 月期 

 株主資本合計（百万円） 2,995,951 3,316,281 4,199,325 

 資 産 合 計 ( 百 万 円 ) 10,919,598 11,178,432 12,153,658 

 １株当たり株主資本（円） 2,010.33 2,232.84 2,857.50 

 収 益 （ 百 万 円 ） 10,982,968 10,362,628 12,293,348 

 売 上 総 利 益 （ 百 万 円 ） 1,797,788 1,780,747 1,937,165 

 
株 主 に 帰 属 す る 

当 期 純 利 益 （ 百 万 円 ） 
501,322 401,433 820,269 

 
基本的１株当たり株主に帰

属する当期純利益（円） 
335.58 269.83 552.86 

 １株当たり配当額（円） 85.00 88.00 110.00 

 

 

 

 



 
 

４．日 程 

（１） 取締役会 決議日 2022 年 5 月 12 日 

（２） 契 約 締 結 日 2022 年 5 月 12 日 

（３） 事 業 開 始 日 2022 年 10 月１日（予定） 

 

５．今後の見通し 

本契約締結に基づき、Reebok の影響を織り込んだ年度計画及び新中期計画を近日中に開示予

定です。なお、上述の通り、Reebok 国内事業の開始は 2022 年 10 月１日を予定しており、株式

会社ロコンドは第 3 四半期から連結決算へ移行し、Reebok 国内事業も取り込む予定です。 

 

以 上 


